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６月定例会

一
般
会
計
予
算
１
億
６
１
８
７
万
５
千
円
の
増
額
補
正
を
可
決

一
般
会
計
予
算
１
億
６
１
８
７
万
５
千
円
の
増
額
補
正
を
可
決

〜
石
灯
籠
の
撤
去
に
伴
う
道
路
・
施
設
の
補
修
経
費
な
ど
〜

〜
石
灯
籠
の
撤
去
に
伴
う
道
路
・
施
設
の
補
修
経
費
な
ど
〜

い
し
ど
う
ろ
う

い
し
ど
う
ろ
う

　

平
成
30
年
６
月
定
例
会
を
、

６
月
25
日
か
ら
７
月
11
日
ま
で

の
17
日
間
の
会
期
で
開
会
し
ま

し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら

「
平
成
30
年
度
伊
勢
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）」
を

は
じ
め
と
す
る
21
議
案
が
提
出

さ
れ
、
本
会
議
、
各
常
任
委
員

会
に
お
い
て
、
慎
重
に
審
議
し

た
結
果
、
各
議
案
を
原
案
ど
お

り
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
報
告
５
件
を
承

認
、
発
議
３
件
を
可
決
し
ま
し

た
。

　

主
な
議
案
の
内
容
は
、
３
ペ

ー
ジ
、
議
決
結
果
は
４
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

補
正
予
算
の
主
な
も
の
と
し

て
は
、
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
の

分
析
と
、
医
療
費
抑
制
効
果
の

検
証
経
費
、
石い
し

灯ど
う

籠ろ
う

の
撤
去

に
伴
う
道
路
・
都
市
施
設
の
補

修
等
経
費
、
部
活
動
の
指
導
体

制
の
充
実
や
教
職
員
の
負
担
軽

減
・
支
援
の
検
証
を
行
う
た
め
、

部
活
動
指
導
員
を
試
行
的
に
配

置
す
る
た
め
の
経
費
な
ど
を
増

額
し
ま
し
た
。

６
月
定
例
会
の
概
要

　

な
お
、
本
会
議
に
お
い
て
、

野
崎
議
員
か
ら
反
対
討
論
が
あ

り
、「
伊
勢
市
病
院
事
業
会
計

補
正
予
算
」
中
、
新
病
院
建
設

事
業
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

の
議
会
の
中
で
様
々
な
か
た
ち

で
議
論
を
し
、
承
認
が
な
さ
れ

て
き
た
経
過
が
あ
る
が
、
今
回

の
補
正
で
工
事
請
負
費
が
増
額

さ
れ
て
お
り
、
器
械
備
品
購
入

費
お
よ
び
委
託
費
を
合
わ
せ
た

全
体
の
新
病
院
事
業
費
の
総
額

と
し
て
は
減
額
さ
れ
て
い
る
も

の
の
、
少
し
で
も
安
い
事
業
の

完
成
を
望
む
こ
と
か
ら
、
反
対

で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

６
月

25
日
◦
本
会
議

　
　
　
（
議
案
の
提
案
説
明
等
）

　
　

◦
常
任
委
員
会
正
副
委
員

長
会
議

　
　

◦
広
報
検
討
分
科
会

７
月

２
日
◦
議
会
運
営
委
員
会

　
　

◦
本
会
議
（
議
案
質
疑
・

委
員
会
審
査
付
託
・
一

般
質
問
）

３
日
◦
本
会
議
（
一
般
質
問
）

５
日
◦
産
業
建
設
委
員
会

　
　

◦
同
協
議
会

６
日
◦
教
育
民
生
委
員
会

９
日
◦
総
務
政
策
委
員
会

　
　

◦
同
協
議
会

11
日
◦
議
会
運
営
委
員
会

　
　

◦
同
協
議
会

　
　

◦
本
会
議
（
議
案
採
決
等
）

　
　

◦
広
報
検
討
分
科
会

６
月
定
例
会
日
程

一
般
質
問
の
概
要

　

７
月
２
日
・
３
日
の
本
会
議

で
は
延
べ
８
人
の
議
員
が
議
案

質
疑
・
一
般
質
問
を
行
い
ま
し

た
。

○
議
案
質
疑

　

黒
木
騎
代
春　

議
員

○
一
般
質
問

　

吉
岡　

勝
裕　

議
員

　

吉
井　

詩
子　

議
員

　

久
保　
　

真　

議
員

　

楠
木　

宏
彦　

議
員

　

黒
木
騎
代
春　

議
員

　

宮
﨑　
　

誠　

議
員

　

世
古　
　

明　

議
員

　

議
案
質
疑
・
一
般
質
問
の
詳

細
は
、
５
～
９
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

本会議での市長答弁（６月25日）
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教
育
費 

◦
部
活
動
指
導
員
配
置
事
業

56
万
５
千
円

　

部
活
動
の
指
導
体
制
の
充
実

お
よ
び
教
職
員
の
負
担
軽
減
等

に
関
す
る
検
証
を
行
う
た
め
、

モ
デ
ル
事
業
と
し
て
試
行
的
に

部
活
動
指
導
員
を
配
置
す
る
こ

と
に
伴
う
経
費
の
計
上
。

条　

例

条　

例

▽
伊
勢
市
福
祉
医
療
費
の
助
成

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す

る
ま
で
の
者
に
係
る
医
療
費
の

窓
口
負
担
の
無
料
化
を
行
う
に

当
た
り
、
福
祉
医
療
費
の
助
成

方
法
に
つ
い
て
定
め
る
ほ
か
、

そ
の
他
規
定
の
整
備
を
行
う
た

め
、
条
例
を
改
正
し
よ
う
と
す

る
も
の
。

施
行
期
日

　

平
成
30
年
９
月
１
日

そ
の
他

そ
の
他

▽
第
３
次
伊
勢
市
総
合
計
画
基

本
構
想
の
策
定

　

伊
勢
市
で
は
、
新
市
施
行
後
、

平
成
20
年
に
第
１
次
総
合
計
画

を
、
平
成
26
年
に
第
２
次
総
合

計
画
を
策
定
し
た
。

　

合
併
か
ら
10
年
以
上
経
過
し
、

社
会
情
勢
等
も
変
化
し
て
き
た

た
め
、
第
３
次
伊
勢
市
総
合
計

画
の
策
定
に
当
た
り
、
基
本
構

想
を
見
直
し
、
新
た
に
策
定
を

す
る
も
の
。

▽
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
機
器

の
取
得

　

平
成
27
年
度
か
ら
、
小
中
学

校
の
教
育
用
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

を
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
に
入

れ
替
え
を
行
っ
て
き
て
お
り
、

今
回
の
買
い
入
れ
の
結
果
、
市

内
全
て
の
小
学
校
に
お
い
て
、

入
れ
替
え
が
完
了
す
る
も
の
。

・
取
得
す
る
機
器

タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン

４
４
５
台

・
落
札
業
者

三
重
リ
コ
ピ
ー
株
式
会
社

伊
勢
営
業
所

・
買
入
価
格３

６
０
４
万
５
千
円

▽
明
野
小
学
校
特
別
教
室
棟
増

築
工
事（
建
築
工
事
）
の
請

負
契
約

　

明
野
小
学
校
の
児
童
数
増
加

に
対
応
す
る
た
め
、
特
別
教
室

棟
増
築
工
事
の
請
負
契
約
を
す

る
も
の
。

・
請
負
業
者

株
式
会
社
堀
崎
組

・
契
約
金
額

２
億
４
４
２
７
万
４
４
０
０
円

▽
神
社
・
大
湊
統
合
小
学
校

（
仮
称
）
整
備
に
伴
う
造
成

工
事
の
請
負
契
約

　

神
社
小
学
校
と
大
湊
小
学
校

の
統
合
（
２
０
２
１
年
４
月
開

校
予
定
）
に
伴
う
、
造
成
工
事

の
請
負
契
約
を
す
る
も
の
。

・
請
負
業
者

西
邦
・
朝
日
丸
特
定
建
設
工
事

共
同
企
業
体

・
契
約
金
額

２
億
３
５
２
２
万
４
千
円

平
成
30
年
度
補
正
予
算

平
成
30
年
度
補
正
予
算

▽
平
成
30
年
度
伊
勢
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

１
億
６
１
８
７
万
５
千
円

 

土
木
費 

◦
道
路
維
持
事
業１

１
０
０
万
円

◦
都
市
施
設
管
理
事
業

１
７
０
０
万
円

　

石い
し

灯ど
う

籠ろ
う

の
撤
去
に
よ
り
、

市
道
路
お
よ
び
都
市
施
設
の
維

持
管
理
経
費
に
不
足
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
に
伴
う
経
費
の
増
額
。

審
議
し
た
主
な
議
案
の
内
容

　

伊
勢
市
で
は
、「
中
学
生
ま

で
の
こ
ど
も
」、「
障
が
い
の
あ

る
方
」、「
一
人
親
家
庭
等
」
な

ど
に
対
し
て
、
福
祉
医
療
費
と

し
て
、
医
療
費
の
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。
現
在
、
医
療
機
関

を
受
診
し
た
際
、
医
療
費
の
自

己
負
担
額
を
い
っ
た
ん
窓
口
で

お
支
払
い
い
た
だ
き
、
後
日
そ

の
額
を
口
座
に
振
り
込
む
と
い

う
方
法
で
助
成
を
行
っ
て
お
り

ま
す
が
、
こ
の
う
ち
、
未
就
学

児
童
に
つ
い
て
、
平
成
30
年
９

月
以
降
の
診
療
分
か
ら
、
市
か

ら
医
療
機
関
に
直
接
、
医
療
費

の
自
己
負
担
額
を
支
払
う
と
い

う
方
法
に
変
更
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
、

窓
口
で
医
療
費
を
支
払
っ
て
い

た
だ
く
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。 

石
いし

灯
どう

籠
ろう

撤去
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◆◆◆ 審議した案件と結果 ◆◆◆

議案番号 案件名 審議結果等

議案第 50 号 専決事項の承認を求めること（伊勢市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備
及び運営に関する基準を定める条例の一部改正） 承認

議案第 51 号 専決事項の承認を求めること（伊勢市市税条例の一部改正） 承認
議案第 52 号 専決事項の承認を求めること（伊勢市都市計画税条例の一部改正について） 承認
議案第 53 号 平成30年度伊勢市一般会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 55 号 伊勢市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に
基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正 原案可決

議案第 56 号 伊勢市市税条例等の一部改正 原案可決
議案第 57 号 伊勢市都市計画税条例の一部改正 原案可決
議案第 58 号 伊勢市学校設置条例の一部改正 原案可決
議案第 59 号 伊勢市福祉医療費の助成に関する条例の一部改正 原案可決
議案第 60 号 伊勢市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正 原案可決
議案第 61 号 伊勢市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正 原案可決
議案第 62 号 伊勢市介護保険条例の一部改正 原案可決
議案第 63 号 伊勢市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例の一部改正 原案可決
議案第 64 号 伊勢市住居表示に関する条例の全部改正 原案可決
議案第 65 号 第３次伊勢市総合計画基本構想の策定 原案可決
議案第 66 号 教育用コンピュータ機器の取得 原案可決
議案第 67 号 明野小学校特別教室棟増築工事（建築工事）の請負契約 原案可決
議案第 68 号 神社・大湊統合小学校（仮称）整備に伴う造成工事の請負契約 原案可決
議案第 69 号 市道の路線の廃止 原案可決
議案第 70 号 市道の路線の認定 原案可決

〔議案〕

全会一致の案件

報告第 2 号 継続費繰越しの報告 承認
報告第 3 号 繰越明許費繰越しの報告 承認
報告第 4 号 伊勢市病院事業会計予算の繰越し 承認
報告第 5 号 伊勢市水道事業会計予算の繰越し 承認
報告第 6 号 伊勢市下水道事業会計予算の繰越し 承認

〔報告された案件〕

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

　　   議員名

 議案番号   　

宮
﨑　
　

誠

久
保　
　

真

中
村　
　

功

井
村　

貴
志

上
村　

和
生

北
村　
　

勝

楠
木　

宏
彦

鈴
木　

豊
司

野
崎　

隆
太

吉
井　

詩
子

世
古　
　

明

野
口　

佳
子

岡
田　

善
行

福
井　

輝
夫

辻　
　

孝
記

吉
岡　

勝
裕

品
川　

幸
久

藤
原　

清
史

黒
木
騎
代
春

西
山　

則
夫

小
山　
　

敏

浜
口　

和
久

山
本　

正
一

宿　
　

典
泰

世
古
口
新
吾

中
山　

裕
司

議案番号 案件名 審議結果

議案第54号
平成30年度伊勢市病院事業会計補正予算（第１号） 賛成多数　原案可決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 欠

発議第３号
地方財政の充実・強化を求める意見書の提出について 賛成多数　原案可決
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 欠

・○は賛成、×は反対。西山議長は通常採決に加わりません。
・中山議員は、７月 11 日の本会議を欠席。

賛否の分かれた案件

発議第 ２ 号 常任委員会の閉会中の継続調査 原案可決
発議第 ４ 号 旧優生保護法による不妊手術の被害者救済を求める意見書の提出 原案可決

〔発議〕
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市政を問う
　６月定例会では、７月２日および３日の２日間、１人の議員が議案質疑を、
７人の議員が一般質問を行いました。
　質問と答弁の内容を要約してお知らせします（発言順に記載）。

…予算、条例等の議会に提出された議案の内容について質問をすること議案質疑

…市の事業、諸課題、将来の方針等、市政全般について質問をすること一般質問

問   

今
回
の
条
例
改
正
は
ど
の

よ
う
な
必
要
性
か
ら
行
お
う
と

し
て
い
る
の
か
聞
き
た
い
。

市
長   

放
課
後
児
童
支
援
員
の

人
材
不
足
か
ら
事
業
の
拡
充
が

進
ま
な
い
背
景
が
あ
り
、
ま
た
、

長
年
に
わ
た
り
事
業
に
従
事
を

し
、
保
護
者
や
児
童
か
ら
の
信

頼
の
厚
い
職
員
で
あ
っ
て
も
、

高
等
学
校
卒
業
と
い
う
要
件
が

妨
げ
と
な
り
支
援
員
の
資
格
が

得
ら
れ
ず
、
意
欲
を
そ
ぐ
状
況

も
あ
る
こ
と
か
ら
行
お
う
と
す

る
も
の
で
あ
り
、
人
材
不
足
を

解
消
し
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
拡
充
を
加
速
化
さ
せ
る
た
め

の
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問   

５
年
以
上
放
課
後
児
童
健

全
育
成
事
業
に
従
事
し
た
者
で
、

市
長
が
適
当
と
認
め
た
者
で
あ

れ
ば
該
当
者
と
な
る
資
格
要
件

緩
和
で
あ
り
、
今
後
の
事
業
の

質
の
低
下
に
つ
な
が
る
恐
れ
は

な
い
か
。

市
長   

豊
富
な
実
務
経
験
に
加

え
、
放
課
後
児
童
支
援
員
認
定

資
格
研
修
を
受
講
す
る
こ
と
を

義
務
づ
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、

質
の
低
下
に
は
つ
な
が
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。

問   

支
援
員
資
格
者
と
し
て
市

長
が
適
当
と
判
断
す
る
場
合
の

基
準
と
は
い
か
な
る
も
の
か
。

市
長   
あ
ら
か
じ
め
設
け
て
い

な
い
が
、
保
護
者
や
児
童
の
信

支
援
員
の
資
格
要
件
緩
和
は
質
の
低
下
に

つ
な
が
ら
な
い
か

豊
富
な
実
務
経
験
を
積
ん
だ
者
で
あ
り
、
質
の
低
下

に
は
つ
な
が
ら
な
い
と
考
え
て
い
る

黒  

木  

騎
代
春　
議
員

（
日
本
共
産
党
）

望
が
あ
る
こ
と
、
こ
れ
ま
で
の

研
修
の
受
講
状
況
等
を
勘
案
し

て
判
断
し
て
い
き
た
い
。

問   

５
年
間
の
実
務
経
験
の
内

容
と
し
て
勤
務
時
間
な
ど
も
目

安
と
す
べ
き
で
は
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
参
事    

目
安
の
一

つ
に
な
る
と
考
え
る
。
総
合
的

に
判
断
し
て
い
き
た
い
。

答 議
案
質
疑

議
案
第
61
号

伊
勢
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
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問   

大
阪
北
部
で
の
地
震
災
害

を
受
け
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
安

全
確
認
と
対
策
は
。

市
長   

地
震
発
生
翌
日
、
各
所

属
に
緊
急
点
検
を
指
示
し
、
安

全
確
認
を
行
っ
た
。
安
全
性
が

欠
け
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
塀

に
つ
い
て
は
、
早
急
に
撤
去
や

補
強
を
進
め
た
い
。

問   

点
検
結
果
は
。

都
市
整
備
部
参
事    

６
月
29
日

現
在
で
、
６
５
８
施
設
中
、
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
あ
っ
た
施
設
は
69

施
設
、
建
築
基
準
法
に
適
し
て

い
な
い
な
ど
対
応
が
必
要
と
思

わ
れ
る
施
設
は
47
施
設
。

問   

施
設
名
の
公
表
と
対
応
は
。

都
市
整
備
部
参
事    

確
定
し
た

ら
報
告
し
た
い
。
今
回
の
調
査

は
外
観
調
査
。
再
調
査
を
行
い
、

撤
去
や
補
強
方
法
を
検
討
し
、

早
急
に
対
応
し
た
い
。

問   
地
域
で
の
危
険
個
所
点
検

の
啓
発
が
必
要
で
は
。

危
機
管
理
部
長    

多
く
の
自
治

会
や
協
議
会
等
で
安
全
性
確
認

の
実
施
を
推
進
し
た
い
。

問   

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
補
助

金
の
状
況
は
。

都
市
整
備
部
参
事    

先
日
新
聞

報
道
さ
れ
、
22
日
か
ら
９
件
の

申
請
が
あ
り
、
急
増
中
で
あ
る
。

問   

自
治
会
・
建
設
関
係
の
方

な
ど
、
も
っ
と
補
助
金
の
周
知

を
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

都
市
整
備
部
参
事    

５
月
の
広

報
に
掲
載
し
た
が
、
さ
ら
に
制

度
周
知
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問   

通
学
路
の
安
全
点
検
は
。

教
育
事
務
部
長    

今
回
の
事
故

を
受
け
、
各
学
校
に
防
災
の
視

点
で
の
安
全
点
検
を
指
示
し
た
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
安
全
対
策
は

安
全
性
が
欠
け
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
塀
は
、
早
急
に

撤
去
・
補
強
の
対
応
を
し
た
い

一
般
質
問

問   

市
民
の
誰
も
が
あ
る
日
突

然
犯
罪
被
害
者
に
な
る
可
能
性

が
あ
る
。
見
舞
金
や
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
相
談
窓
口
設
置
な
ど
自

治
体
と
し
て
で
き
る
支
援
に
つ

い
て
、
お
考
え
を
聞
き
た
い
。

市
長   「
み
え
犯
罪
被
害
者
総

合
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
連
携
し

つ
つ
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

「
あ
ゆ
み
」
な
ど
既
存
の
相
談

窓
口
も
活
用
す
る
。
見
舞
金
に

つ
い
て
も
今
後
検
討
し
て
い
く
。

問   

再
犯
防
止
・
更
生
支
援
と

と
も
に
被
害
者
等
支
援
に
つ
い

て
も
周
知
の
強
化
を
す
べ
き
で

あ
る
が
、
お
考
え
を
聞
き
た
い
。

健
康
福
祉
部
次
長    

今
後
、
検

討
し
て
い
く
。

問   

県
に
お
い
て
犯
罪
被
害
者

等
支
援
条
例
を
検
討
し
て
い
る

が
、
市
と
し
て
も
条
例
策
定
の

準
備
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
次
長    

県
の
方
向

性
を
確
認
し
な
が
ら
一
番
い
い

形
を
検
討
し
対
応
し
た
い
。

問   

地
方
自
治
体
に
お
い
て
再

犯
防
止
推
進
計
画
が
努
力
義
務

と
な
っ
た
が
市
と
し
て
も
策
定

す
る
の
か
お
考
え
を
聞
き
た
い
。

健
康
福
祉
部
次
長    

今
、
各
種

機
関
か
ら
情
報
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
ど
う
い
っ
た
形
で
対
応

し
て
い
く
べ
き
か
検
討
を
始
め

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問   

再
犯
防
止
・
更
生
支
援
に

は
就
労
、
経
済
、
医
療
等
の
支

援
が
重
要
で
あ
る
が
福
祉
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
ど
う
取

り
組
む
の
か
。

市
長   

既
存
の
相
談
窓
口
を
活

用
し
な
が
ら
拡
充
を
し
て
い
く

方
向
で
進
め
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
情
報
化
推
進
に
つ
い
て

答

犯罪被害者等支援と更生支援の条例を
策定する考えはないか

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
水
道
水
の
濁
り
に
つ
い
て

◦
伊
勢
市
に
お
け
る
土
曜
授
業

に
つ
い
て

吉  井  詩  子　議員
（公明党）

他市の先進事例を参考に
研究していく

答

吉  

岡  

勝  

裕　
議
員

（
勢
風
会
）

安全確保の確認が必要なブロック塀

　更生保護のマスコットキャラクター
「更生ペンギンのホゴちゃんとサラちゃん」
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問   

公
共
交
通
網
の
空
白
地
域

の
不
備
を
ど
う
埋
め
る
の
か
。

市
長   

高
齢
者
や
交
通
弱
者
の

移
動
手
段
を
確
保
す
る
も
の
で
、

団
地
等
、
該
当
地
域
と
し
っ
か

り
意
見
交
換
を
行
い
た
い
。

問   

自
主
運
行
バ
ス
の
可
能
性
は
。

都
市
整
備
部
長    

法
律
、
財
政

上
非
常
に
難
し
い
が
、
地
域
主

体
で
緑
ナ
ン
バ
ー
事
業
者
へ
委

託
し
、
移
動
手
段
を
確
保
す
る

方
法
は
他
市
で
も
行
っ
て
お
り
、

地
域
と
意
見
交
換
会
を
行
い
議

論
し
て
い
き
た
い
。

問   

出
か
け
る
事
の
重
要
性
は
。

市
長   

外
出
は
高
齢
者
だ
け
で

な
く
、
伊
勢
市
民
全
体
の
健
康

増
進
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

る
。

問   

地
域
を
生
き
生
き
さ
せ
る

た
め
、
高
齢
者
等
へ
の
活
動
支

援
を
伺
い
た
い
。

市
長   

健
康
寿
命
の
延
伸
の
た

め
、
介
護
予
防
の
推
進
や
生
き

が
い
づ
く
り
、
社
会
参
加
の
促

進
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
な
ど

の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
り
、

今
後
も
関
係
機
関
相
互
の
連
携

を
さ
ら
に
進
め
、
社
会
全
体
で

市
民
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
す

る
事
が
必
要
で
あ
る
。

健
幸
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
つ
い
て

問   

健
幸
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
成

果
と
結
果
は
。

市
長   

事
業
修
了
者
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
検
証
し
、

医
療
費
削
減
と
の
関
係
を
分
析

し
、
今
後
の
取
り
組
み
に
反
映

さ
せ
て
い
き
た
い
。

問   

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
。

市
長   

運
動
継
続
に
向
け
、
参

加
者
相
互
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

高
齢
者
等
の
支
援
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

基
盤
の
整
備
は

「
笑
子
・
幸
齢
化
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
い

一
般
質
問

問   

障
が
い
者
を
ど
の
よ
う
に

捉
え
、
行
政
を
進
め
て
い
る
か
。

健
康
福
祉
部
参
事    

障
が
い
者

の
不
便
さ
や
生
き
づ
ら
さ
は
、

社
会
が
障
壁
を
つ
く
っ
て
い
る

か
ら
で
、
そ
れ
を
取
り
除
く
の

は
社
会
の
責
務
で
あ
る
と
い
う

考
え
で
、
施
策
を
進
め
る
。

問   

特
別
支
援
教
育
が
始
ま
っ

て
10
年
経
つ
が
、
ど
う
か
。

学
校
教
育
部
長    

一
人
一
人
が

抱
え
る
課
題
や
困
難
さ
を
解
決

す
る
た
め
の
支
援
を
め
ざ
す
。

問   

発
達
支
援
の
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
た
め
の
受
給
者
証
発
行

に
医
師
の
診
断
書
が
必
要
か
。

健
康
福
祉
部
参
事    

医
師
の
診

断
が
な
く
て
も
、
保
護
者
の
申

請
に
よ
り
審
査
会
を
経
て
発
行

さ
れ
る
。

問   

発
達
障
害
者
支
援
事
業
の

多
く
は
民
間
が
担
っ
て
い
る
が
、

市
の
役
割
は
。

健
康
福
祉
部
参
事    

需
要
を
満

た
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
の
検

討
、
民
間
で
は
難
し
い
専
門
の

療
育
、
保
護
者
へ
の
ケ
ア
が
市

の
役
割
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問   
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

と
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
機
能

分
担
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

健
康
福
祉
部
参
事    

放
課
後
等

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
、
専
門
的
な

療
育
を
行
う
場
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
は
、
生
活
と
遊
び
の
場
。

連
携
し
な
が
ら
充
実
を
図
る
。

健
康
福
祉
部
長    

要
望
を
分
析

し
、
多
方
面
の
結
び
つ
き
を
深

め
な
が
ら
育
っ
て
い
け
る
よ
う

な
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

問   

通
常
学
級
に
い
る
発
達
障

が
い
児
へ
の
支
援
は
十
分
か
。

学
校
教
育
部
長    

通
常
学
級
に

配
置
さ
れ
る
支
援
員
の
時
間
数

等
は
限
ら
れ
て
い
る
。
教
員
が
、

個
別
の
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
支
援
方
法
を
学
ぶ
研

修
会
等
を
設
け
て
い
る
。

発達障がいなどの相談の窓口はどこか

楠  木  宏  彦　議員
（日本共産党）

答

ア
ッ
プ
を
図
り
、
民
間
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
や
県
の
「
三
重
と
こ

わ
か
健
康
応
援
カ
ー
ド
」
の
活

用
を
行
い
た
い
。

発達に関する総合相談窓口として
こども発達支援室を昨年4月に
開設した

答

久  

保  　

  

真　
議
員

（
勢
風
会
）

伊勢市が運行するコミュニティバス
（おかげバス）
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問   

障
害
者
総
合
支
援
法
は
、

介
護
保
険
優
先
原
則
を
規
定
し

て
お
り
、
65
歳
以
上
の
障
が
い

者
が
、
従
来
通
り
の
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
な
ど
の

問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長   

介
護
保
険
に
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
が
な
い
場
合
は
、
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
利
用

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ま

た
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
と
は
別
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
へ
移
行
す
る
と
環
境

の
変
化
が
生
じ
る
こ
と
と
な
る

が
、
共
生
型
サ
ー
ビ
ス
が
創
設

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
同
一
事

業
所
で
の
利
用
も
可
能
と
な
り
、

サ
ー
ビ
ス
の
質
が
低
下
す
る
こ

と
な
く
、
心
理
的
負
担
も
軽
減

さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

問   
介
護
保
険
へ
移
行
す
る
と

自
己
負
担
が
生
じ
、
利
用
し
た

い
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
ず
に

生
活
の
質
が
落
ち
る
恐
れ
も
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

市
長   

介
護
保
険
で
は
１
～
２

割
の
利
用
者
負
担
が
あ
る
一
方
、

障
が
い
福
祉
で
は
所
得
に
応
じ

無
料
と
な
る
。
障
が
い
の
あ
る

方
が
介
護
保
険
に
移
行
し
た
場

合
、
無
料
で
あ
っ
た
方
も
自
己

負
担
が
発
生
す
る
。
こ
れ
ら
の

方
に
つ
い
て
は
、
高
額
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
と
し
て
給
付
す
る

制
度
や
、
平
成
30
年
４
月
か
ら

自
己
負
担
を
償
還
す
る
仕
組
み

（
所
得
に
よ
る
）
が
創
設
さ
れ
、

利
用
者
の
負
担
軽
減
が
図
ら
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

問   

抜
本
的
問
題
解
決
の
た
め

高
齢
障
が
い
者
へ
の
介
護
保
険
優
先
原
則
、

い
わ
ゆ
る
65
歳
問
題
に
つ
い
て
聞
き
た
い

利
用
者
の
状
態
を
総
合
的
に
判
断
し
、
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
継
続
提
供
で
き
る
よ
う
対
応
し
て
い
る

一
般
質
問

問   

過
去
３
年
間
の
通
学
路
の

対
策
済
み
件
数
45
／
83
件
・
対

策
率
54
％
と
低
い
が
、
安
全
確

保
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

都
市
整
備
部
長    

市
の
施
設
は

事
業
化
を
継
続
、
県
の
施
設
は

事
業
化
に
向
け
引
続
き
要
望
し
、

安
全
確
保
に
努
め
る
。

問   

非
常
時
（
自
然
災
害
発
生

等
）
の
通
学
路
の
安
全
確
保
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。

教
育
事
務
部
長    

安
全
確
認
の

上
、
登
校
の
再
開
・
見
合
わ
せ

を
実
施
し
て
い
る
。

防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

問   

河
川
補
修
整
備
に
関
す
る

計
画
等
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

市
長   

菱
川
（
小
俣
町
宮
前
）、

船
江
山
川
（
勢
田
町
）
の
護
岸

整
備
を
実
施
し
、
適
正
な
維
持

管
理
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問   

内
水
へ
の
対
策
や
計
画
は
。

市
長   

老
朽
化
が
進
ん
だ
雨
水

排
水
ポ
ン
プ
場
の
改
築
更
新
を

計
画
的
に
進
め
て
い
く
。

飼
い
主
の
い
な
い
猫
（
い
わ
ゆ

る
野
良
猫
）
対
策
に
つ
い
て

問   
現
状
の
対
策
内
容
は
。

市
長   

繁
殖
抑
制
と
し
て
、
不

妊
去
勢
手
術
費
用
の
一
部
助
成

や
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

問   

地
域
猫
活
動
（
Ｔ※

Ｎ
Ｒ
活

動
）
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
は
。

市
長   

地
域
で
の
議
論
を
進
め
、

地
域
住
民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

県
と
連
携
し
て
い
き
た
い
。

問   

市
民
よ
り
寄
せ
ら
れ
た
相

談
や
苦
情
へ
の
対
応
に
つ
い
て

聞
き
た
い
。

環
境
生
活
部
長    

現
地
調
査
、

状
況
把
握
、
注
意
喚
起
お
よ
び

猫
よ
け
方
法
等
の
対
応
策
に
つ

い
て
説
明
し
て
い
る
。

答

通学路の安全性の確保について
に
介
護
保
険
優
先
原
則
撤
回
を

国
に
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長   

全
国
市
長
会
と
歩
調
を

合
わ
せ
、
今
後
も
障
が
い
者
施

策
の
充
実
を
求
め
て
い
き
た
い
。

宮  﨑  　  誠　議員
（新政いせ）

毎年通学路の合同点検により、
対策の検討・効果検証を行っている

答

黒  

木  

騎
代
春　
議
員

（
日
本
共
産
党
）

※TNR活動…飼い主のいない猫を、Trap/捕獲し、Neuter/不妊去勢手術を行い、Return/元の場所に戻す、その印と
なるよう耳先をさくらの花びらのようにカットする活動。

歩道の安全確保対策が必要な通学路
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問   

正
し
い
避
難
の
あ
り
方
と

は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

市
長   

一
人
一
人
に
合
っ
た
防

災
行
動
を
考
え
る
、
マ
イ
・
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
を
推
進
し

て
い
る
。
避
難
開
始
の
タ
イ
ミ

ン
グ
を
含
め
、
地
域
の
皆
様
に

講
習
会
等
で
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
の
考
え
方
を
啓
発
し
て
い

く
。

問   

災
害
時
の
道
路
規
制
・
道

路
確
保
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

市
長   

冠
水
を
す
る
箇
所
は
、

職
員
に
お
い
て
調
査
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
い
、
冠
水
が
確
認
さ
れ

た
ら
通
行
止
め
の
規
制
を
行
っ

て
い
る
。
道
路
の
確
保
に
つ
い

て
は
可
能
な
限
り
迂
回
路
の
確

保
に
努
め
て
い
く
。

問   

災
害
時
の
ト
イ
レ
確
保
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。

市
長   

災
害
時
の
ト
イ
レ
確
保

に
つ
い
て
は
大
変
重
要
と
考
え

て
お
り
、
現
在
、
簡
易
ト
イ
レ

や
ト
イ
レ
の
処
理
剤
の
備
蓄
を

進
め
て
い
る
が
、
今
後
は
マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
等
を
整
備
し
て

い
く
。

問   

不
審
者
対
策
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

市
長   

不
審
者
情
報
を
迅
速
に

関
係
機
関
、
関
係
団
体
が
情
報

共
有
し
、
関
係
者
に
注
意
喚
起

を
し
、
対
策
を
す
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
て
い
る
。

問   

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
つ
い

て
の
考
え
方
を
聞
き
た
い
。

市
長   

現
在
、
伊
勢
市
で
は
三

重
県
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
基
準
に

沿
っ
て
設
置
運
用
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
に
つ

い
て
は
、
各
自
治
会
等
に
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
周
知
を
し
て
い
き

た
い
。

安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
問
う

い
ろ
ん
な
手
段
を
講
じ
、
安
心
・
安
全
を
構
築
す
る

一
般
質
問

答

世  

古  　

  

明　
議
員

（
新
政
い
せ
）

伊勢市議会のホームページで、
会議を収録した動画を配信して
います。
「伊勢市」のホームページを開き、
「伊勢市議会」→「伊勢市議会動画配信」
より視聴してください。

議案質疑・一般質問のＱＲコードの掲載について
　議案質疑・一般質問ページにおいて、各議員のＹｏｕＴｕｂｅを利用した録画放送へリンク
するＱＲコードを掲載しています。各議員の顔写真の掲載記事欄にあるＱＲコードをスマー
トフォンやタブレットで読み取ると、その議員の動画が視聴できます。
※ＱＲコードを読み取るためのアプリが必要です。
　インストールされていない方は、インストール後に
　ご利用ください。

視聴方法
アプリを起動してスマートフォンやタブレットでＱＲコードを読み取ってください。
画面上にＵＲＬ（アルファベットの文字列）が表示されますので、
クリックし、ＹｏｕＴｕｂｅ（外部サイト）を選択してください。
※機種やアプリによって操作方法は異なります。
※視聴の際のデータ通信料はご自身の負担となります。

伊勢市議会ホームページ
のＱＲコード
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平成29年度 政務活動費収支報告政務活動費収支報告平成29年度

　議員の調査研究その他の活動に資するために必要な経費の一部として、議会における会派

（所属議員が１人の場合を含む）に１人当たり月額３万円が交付されるものです。

　毎年度４月に交付され、残った政務活動費は市へ返還されますが、平成29年度は、年度途中

の会派解散や市議会議員の改選があったため、その都度精算し、再度交付されました。

○政務活動費とは

【平成29年４月～平成29年11月】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

会派
　　　　     （人数）

交付額
支出内訳

支出合計 残額
（返還額）調査研究費

・研修費 広報費 資料作成費 資料購入費

市勢塾 （7） 1,590,000 405,282 0 16,676 0 421,958 1,168,042

新風いせ （6） 1,440,000 536,060 0 53,997 34,492 624,549 815,451

新政いせ （4） 960,000 300,586 0 14,675 53,176 368,437 591,563

政友会 （3） 720,000 183,564 0 11,585 36,033 231,182 488,818

公明党 （2） 480,000 264,074 0 6,452 14,256 284,782 195,218

日本共産党 （2） 480,000 231,220 64,260 8,194 92,680 396,354 83,646

共同 （1） 240,000 111,670 0 13,339 13,218 138,227 101,773

祥山会 （1） 240,000 110,032 0 12,054 29,540 151,626 88,374

蔦の会 （1） 150,000 0 0 436 0 436 149,564

野崎りゅうた（1） 150,000 63,530 0 39,748 0 103,278 46,722

合　計 6,450,000 2,206,018 64,260 177,156 273,395 2,720,829 3,729,171

※広聴費、要請・陳情活動費、会議費、人件費、事務所費の支出はありませんでした。
※市勢塾は平成29年８月に会派人数が７人から６人に減少しました。

【平成29年４月～平成29年６月】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

会派
　　　　     （人数）

交付額
支出内訳

支出合計 残額
（返還額）調査研究費

・研修費 広報費 資料作成費 資料購入費

自由民主党 （2） 480,000 144,940 0 12,223 0 157,163 322,837

※平成29年６月に「自由民主党」が解散し、新たに「野崎りゅうた」および「蔦の会」が結成されました。
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【主な支出項目の内容】

調査研究費：会派が行う市の事務、地方行財政等に関する調査研究および調査委託に関する経費
　　　　　　（資料印刷費、調査委託費、文書通信費、交通費、宿泊費等）
研　修　費：会派が研修会を開催するために必要な経費、団体等が開催する研修会の参加に要する経費
　　　　　　（講師謝金、会場費、交通費、宿泊費、文書通信費、参加費等）
広　報　費：会派が行う活動、市政について住民に報告するために必要な経費
　　　　　　（資料印刷費、会場費、茶菓子代、文書通信費、参加費）
資料作成費：会派が行う活動に必要な資料の作成に要する経費
　　　　　　（印刷製本費、翻訳料、事務機器購入、リース代等）
資料購入費：会派が行う活動に必要な図書、資料等の購入に要する経費
　　　　　　（書籍購入費、新聞雑誌購読料、有料データベース利用料等）

祥
山
会

小
山　
　

敏

共　

同

中
山　

裕
司

公
明
党

辻　
　

孝
記

吉
井　

詩
子

日
本
共
産
党

楠
木　

宏
彦

黒
木
騎
代
春

新
政
い
せ

世
古　
　

明

上
村　

和
生

宮
﨑　
　

誠

西
山　

則
夫

政
友
会

品
川　

幸
久

野
崎　

隆
太

鈴
木　

豊
司

宿　
　

典
泰

志
誠
会

浜
口　

和
久

野
口　

佳
子

福
井　

輝
夫

中
村　
　

功

井
村　

貴
志

岡
田　

善
行

勢
風
会

世
古
口
新
吾

吉
岡　

勝
裕

北
村　
　

勝

久
保　
　

真

藤
原　

清
史

山
本　

正
一

（平成30年３月31日現在）

【平成29年12月～平成30年３月】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

会派
　　　　     （人数）

交付額
支出内訳

支出合計 残額
（返還額）調査研究費・研修費 資料作成費 資料購入費

勢風会 （6） 720,000 269,200 298,687 18,812 586,699 133,301

志誠会 （6） 720,000 200,260 62,090 10,692 273,042 446,958

政友会 （4） 480,000 87,840 17,806 21,688 127,334 352,666

新政いせ （4） 480,000 408,580 17,681 28,621 454,882 25,118

日本共産党 （2） 240,000 202,316 1,698 35,986 240,000 0

公明党 （2） 240,000 231,239 4,657 4,104 240,000 0

共同 （1） 120,000 0 1,310 13,670 14,980 105,020

祥山会 （1） 120,000 91,584 19,194 0 110,778 9,222

合　計 3,120,000 1,491,019 423,123 133,573 2,047,715 1,072,285

※広報費、広聴費、要請・陳情活動費、会議費、人件費、事務所費の支出はありませんでした。



いせ市議会だより平成30年９月１日発行 （第52号）

12

会派名 実施日 視察テーマ・研修項目＜視察研修先＞

市勢塾
新政いせ ７/18～20

・三国湊町家活用プロジェクト　 ＜福井県坂井市＞
・地球環境学校　＜新潟県上越市＞
・足立区の自殺対策　＜東京都足立区＞

新風いせ ５/10～12
・震災後の現状と復興整備状況
・ラグビーワールドカップ 2019 開催に向けての取り組み　＜岩手県釜石市＞
・震災後の現状と復興整備状況　＜岩手県陸前高田市＞

政友会 ７/26 ・全国地方議会議員勉強会　＜東京都中央区＞

公明党 ５/11～12 ・第19期自治政策講座 in 東京　＜東京都新宿区＞

日本共産党 ４/24～26 ・全国地方議員社会保障研修会　＜大阪府大阪市＞

自由民主党 ４/29～30 ・デジタル憲法フォーラム　＜東京都千代田区＞

共同 ７/18～20 ・第14回全国地方議員交流研修会　＜北海道札幌市＞

祥山会 5/10～12 ・早稲田大学地方議員研究会共催セミナー　＜東京都新宿区＞
・全国地方議会議員勉強会　＜東京都中央区＞

平成29年度　各会派の（主な）視察研修実績

４
月

３
日
◦
広
報
検
討
分
科
会

５
月

８
日
◦
産
業
建
設
委
員
協
議
会

　
　

◦
教
育
民
生
委
員
協
議
会

　
　

◦
条
例
等
検
討
分
科
会

９
日
～
11
日

　
　

◦
広
報
検
討
分
科
会

　
　
　
　
　
　
　
　

管
外
視
察

15
日
～
17
日

　
　

◦
産
業
建
設
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　

管
外
視
察

　
　

◦
総
務
政
策
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　

管
外
視
察

18
日
◦
正
副
委
員
長
会
議

６
月

８
日
◦
全
員
協
議
会

　
　

◦
各
派
代
表
者
会
議

11
日
◦
産
業
建
設
委
員
会

　
　

◦
同
協
議
会

12
日
◦
教
育
民
生
委
員
会

　
　

◦
同
協
議
会

　
　

◦
広
報
検
討
分
科
会

　
　

◦
条
例
等
検
討
分
科
会

13
日
◦
総
務
政
策
委
員
会

　
　

◦
同
協
議
会

　
　

◦
広
聴
検
討
分
科
会

15
日
◦
議
員
研
修
会

18
日
◦
議
会
運
営
委
員
会

25
日
～
７
月
11
日

　
　

◦
６
月
定
例
会

 

議
会
日
誌

【平成29年４月～平成29年11月】

会派名 実施日 視察テーマ・研修項目＜視察研修先＞

勢風会 ２/１～２ ・歴史博物館・郷土資料館の取り組み　 ＜愛知県刈谷市＞
・インバウンド観光施策　＜岐阜県高山市＞

志誠会 ２/７～８ ・市田柿を活用した６次産業　 ＜長野県飯田市＞
・伊那中央病院の経営　＜長野県伊那市＞

政友会 ２/８ ・地方議会の情報発信と住民参画のポイント　＜大阪府大阪市＞

新政いせ １/23～25
・第６次産業推進事業　＜熊本県玉名市＞
・国体開催の準備、企画運営業務　＜和歌山県和歌山市＞
・岡崎市中央クリーンセンター事業　＜愛知県岡崎市＞

日本共産党 １/29～30 ・第43回市町村議会議員研修会 in 静岡　＜静岡県静岡市＞

公明党 ２/９～11 ・アメニティフォーラム22　＜滋賀県大津市＞

祥山会 ２/８～９ ・地方議員研究会セミナー　＜東京都中央区＞

【平成29年12月～平成30年３月】
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視
察
日

平
成
30
年
５
月
15
日
～
17
日

視
察
先
お
よ
び
内
容

～
三
重
県
名
張
市
～

○
ゆ
め
づ
く
り
地
域
予
算
制
度

に
つ
い
て

～
茨
城
県
常
総
市
～

○
関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
に
お

け
る
、
そ
の
後
の
復
興
と
防
災

対
策
に
つ
い
て

～
静
岡
県
浜
松
市
～

○
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
公
共
施
設
再
配
置
計
画
）
に

つ
い
て

  

総
務
政
策
委
員
会

　
　
　
　

行
政
視
察
報
告

視
察
日

平
成
30
年
５
月
15
日
～
17
日

視
察
先
お
よ
び
内
容

～
千
葉
県
習
志
野
市
～

○
道
路
と
鉄
道
の
立
体
交
差

（
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
）
に
つ
い
て

～
茨
城
県
取
手
市
～

○
若
年
者
流
出
を
防
ぐ
た
め
の

起
業
家
支
援
に
つ
い
て

～
茨
城
県
日
立
市
～

○
廃
線
利
用
（
ひ
た
ち
Ｂ
Ｒ

Ｔ
）
と
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の

運
行
に
つ
い
て

  

産
業
建
設
委
員
会

　
　
　
　

行
政
視
察
報
告

視
察
日

平
成
30
年
７
月
18
日
～
19
日

視
察
先
お
よ
び
内
容

～
岐
阜
県
美
濃
市
～

○
市
立
病
院
の
経
営
状
況
に
つ

い
て

～
石
川
県
能
美
市
～

○
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

※
教
育
民
生
委
員
会
の
視
察
は

当
初
、
平
成
30
年
７
月
18
日
～

20
日
の
行
程
で
、
岐
阜
県
飛
騨

市
「
学
校
教
育
に
つ
い
て
」
も

予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

30
年
７
月
豪
雨
の
影
響
に
よ
り

中
止
し
ま
し
た
。

  

教
育
民
生
委
員
会

　
　
　
　

行
政
視
察
報
告

　

広
報
検
討
分
科
会
の
先
進
事

例
調
査
の
た
め
、
平
成
30
年
５

月
９
日
か
ら
11
日
ま
で
の
間
で

行
政
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

視
察
先
お
よ
び
内
容

～
三
重
県
津
市
～

▼
議
会
放
送
に
つ
い
て

　

伊
勢
市
議
会
で
は
庁
舎
改
修

に
伴
い
、
平
成
30
年
９
月
定
例

会
か
ら
、
津
市
議
会
と
同
様
の

新
し
い
放
送
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
ま
す
。
そ
の
参
考
と
す
る
た

め
、
津
市
の
議
場
等
を
見
学
し
、

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

～
神
奈
川
県
秦
野
市
～

▼
議
会
の
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
化
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
導
入
に
つ
い
て

　

秦
野
市
議
会
で
は
、
平
成
28

年
か
ら
全
議
員
に
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
配
布
し
て
お
り
、
当
日

は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
よ
る
議
会
改

革
の
利
便
性
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

  
広
報
検
討
分
科
会

　
　

 
行
政
視
察
報
告

～
東
京
都
あ
き
る
野
市
～

▼
議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て

　

あ
き
る
野
市
議
会
で
は
、
市

民
の
手
に
と
っ
て
も
ら
え
る
広

報
紙
を
作
成
す
る
た
め
の
紙
面

づ
く
り
の
工
夫
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

～
埼
玉
県
飯
能
市
～

▼
議
会
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
化
事
業
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
と
活
用
に

つ
い
て

　

飯
能
市
議
会
で
は
、
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
の
観
点
か
ら
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
導
入
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
当
日
は
、
実
際
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
お
借
り
し
て
、
操
作

を
体
験
し
、
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

飯能市役所での視察

能美市役所での視察

浜松市役所での視察

日立市役所での視察



いせ市議会だより平成30年９月１日発行 （第52号）

14

市議会は平成30年９月定例会から伊勢市役所本館３階で行われます。

議
員
研
修
会
を

実
施
し
ま
し
た

伊
勢
市
議
会
移
転
の
ご
案
内

６
月
定
例
会
会
議
録

　

６
月
定
例
会
の
詳
細
は
、　

「
６
月
議
会
の
会
議
録
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

会
議
録
は
、
議
会
事
務
局
、

各
総
合
支
所
、
伊
勢
図
書
館
、

小
俣
図
書
館
へ
９
月
中
旬
に
設

置
の
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
伊
勢
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
ま
す
。

　

会
議
の
模
様
を
収
め
た
Ｄ
Ｖ

Ｄ
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
議

会
事
務
局
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
21

－

５
６

３
０
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

各
種
ご
案
内

議

会

放

映

　

本
会
議
、
予
算
・
決
算
特
別

委
員
会
（
設
置
さ
れ
た
場
合
）

の
模
様
を
会
議
の
あ
っ
た
日
の

翌
日
午
後
２
時
と
７
時
か
ら
の

２
回
、
ま
た
定
例
会
終
了
後
の

翌
々
日
午
後
８
時
か
ら
再
放
送

を
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
伊
勢
市

行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
放
映
し
ま

す
。議

会

の

傍

聴

　

伊
勢
市
議
会
で
は
、
本
会
議
、

常
任
委
員
会
、
特
別
委
員
会
を

原
則
公
開
し
て
お
り
、
ど
な
た

で
も
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

身
近
で
大
切
な
問
題
を
審
議

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
議
会
事

務
局
ま
た
は
伊
勢
市
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
日
程
を
ご
確
認
の

う
え
、
傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

９月定例会は、

日程等は、開会１週間前から
ケーブルテレビ、
伊勢市議会ホームページ
でご案内します。

の予定です。
９月10日～10月10日９月10日～10月10日

議
員
研
修
会
を

実
施
し
ま
し
た

　

市
議
会
で
は
、
議
員
の
資
質

の
向
上
を
図
る
た
め
、
議
員
研

修
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
15
日
、
一
般
社
団
法
人 

危
機
管
理
教
育
研
究
所
、
跡
見

学
園
女
子
大
学
教
授
、
鍵
屋
一

氏
を
講
師
に
招
き
、『
議
会
Ｂ

Ｃ
Ｐ
（
業
務
継
続
計
画
）、
災

害
時
に
お
け
る
議
会
、
議
員
の

役
割
な
ど
』
を
テ
ー
マ
に
ご
教

示
を
い
た
だ
き
、
今
後
の
議
会

活
動
に
生
か
す
た
め
の
研
修
を

行
い
ま
し
た
。

伊
勢
市
議
会
移
転
の
ご
案
内

平
成
30
年
９
月
定
例
会
か

ら
、
伊
勢
市
役
所
の
本
館

３
階
で
行
わ
れ
ま
す
。

移
転
先

〒
５
１
６
－

８
６
０
１

伊
勢
市
岩
渕
１
丁
目

　
　
　
　
　
　

７
番
29
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

21

－

５
６
３
０

　

平
成
29
年
７
月
か
ら
進

め
て
い
た
伊
勢
市
役
所
本

館
改
修
工
事
が
完
成
し
、

伊
勢
市
議
会
の
議
場
、
委

員
会
室
、
議
員
控
室
な
ど

議
会
関
係
の
す
べ
て
の
施

設
が
、
伊
勢
市
役
所
本
館

３
階
に
再
移
転
し
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
市
議
会
は
、

伊勢市役所本庁舎

改修後の新しくなった議場

市議会は平成30年９月定例会から伊勢市役所本館３階で行われます。
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「いせ市議会だより」表紙写真  募集要領

１（目的）
　　市民の皆様に親しまれる市議会だよりにするため、年４回（５月・９月・１２月・２月）発行の
　「いせ市議会だより」の表紙写真を募集します。

２（募集する写真）
　　市内で撮影された人物・名所・四季折々の風景・学校行事・地域行事・まつり等の写真。
　
３（応募条件）
　・伊勢市内で撮影されたもので、撮影者自身に著作権があり未発表・オリジナル作品に限ります。
　・写真は横撮り・縦撮り、どちらでも可能です。ただし、画像加工したものは除きます。
　・過去に撮影したものも応募可能です。
　・被写体が人物の場合または個人の所有物である場合は、被写体本人（未成年者の場合は保護
者）または所有者の承諾を得たものに限ります。

　・著作権・肖像権に関する問題の責任については、市議会では一切負いません。
　・応募にかかる一切の費用は応募者負担とし、応募および採用に対する賞品等の贈呈は行いません。
　　　
４（応募上の注意）
　・編集上トリミングを行う場合があります。
　・採用作品の著作権は、市議会に帰属するものとします。
　・応募いただいた作品の返却は原則行いません。

５（選考・採用・掲載）
　・写真の選考は、伊勢市議会「議会のあり方調査特別委員会・広報検討分科会」の中で行います。
　・応募写真や採用写真がない場合は、従来どおり本分科会が用意した写真を使用します。
　・採用者には電話やメールにて連絡したうえ、掲載します。
　・掲載の際には「写真タイトル」「撮影者の氏名（匿名可）」「住所（番地は非記載）」を掲載します。
　・選考結果の報告はいたしませんのでご了承ください。

６（応募方法）
　①住所、②氏名、③電話番号、④写真のタイトル、⑤撮影場所、⑥撮影日時、⑦写真に対する思
いなどのコメント（あれば30字程度で）を記入のうえ、議会事務局へメールにて送付または記録
媒体を持参してください。メールデータの場合は約２ＭＢまでしか受信できませんのでご了承く
ださい。

７（応募の締め切り）
　　随時受け付けをしますが、審査・校正・印刷に一定の時間が必要なため、発行月の概ね１ヵ月
前までに応募いただいた分が、次号以降の審査対象となります。
　　
８（お問い合わせ・送付先）
　　伊勢市議会事務局
　　住所：〒516－8601   伊勢市岩渕１丁目７番29号（伊勢市役所本館３階）
　　電話：0596－21－5630　メールアドレス：gikai@city.ise.mie.jp
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全
国
・
東
海
市
議
会

議
長
会
に
お
い
て

表
彰
状
贈
呈

■印刷　千巻印刷産業株式会社　　■「いせ市議会だより」は、再生紙を使用しています。

 

編
集 

議
会
の
あ
り
方
調
査
特
別
委
員
会

　

広
報
検
討
分
科
会

会　
　

長　
　

浜
口　

和
久

副  

会  

長　
　

吉
井　

詩
子

委　
　

員　
　

宮
﨑　
　

誠

久
保　
　

真　

北
村　
　

勝　

岡
田　

善
行　

品
川　

幸
久　

問
い
合
わ
せ
先

伊
勢
市
議
会
事
務
局（
本
館
３
階
）

〒
５
１
６

－

８
６
０
１

伊
勢
市
岩
渕
１
丁
目
７
番
29
号

平
成
30
年
８
月
４
日
、
小
俣

総
合
支
所
か
ら
移
転
し
ま
し

た
。

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ   

21 

－

５
６
３
０

　

Ｆ
Ａ
Ｘ   

21 

－

５
６
３
１

　

Ｅ 

－ 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

　

gikai@
city.ise.m

ie.jp

◆募集する写真　
　市内で撮影された人物・名所・四季折々の風景・学校行事・地域行事・まつり等の写真。

◆応募方法
①住所、②氏名、③電話番号、④写真のタイトル、⑤撮影場所、⑥撮影日時、⑦写真に対する
思いなどのコメント（あれば30字程度で）を記入のうえ、議会事務局へメールにて送付また
は記録媒体を持参してください。
※メールデータの場合は約２MBまでしか受信できませんのでご了承ください。

伊勢市議会事務局
　住所：〒516－8601   伊勢市岩渕１丁目７番29号（伊勢市役所本館３階）
　電話：0596－21－5630　メールアドレス：gikai@city.ise.mie.jp

「いせ市議会だより」の表紙写真を募集します

◆応募の締め切り
随時受け付けをしますが、審査・校正・印刷に一定の時間が必要なため、発行月の概ね１ヵ月
前までに応募いただいた分が、次号以降の審査対象となります。
　　

応募条件、応募上の注意、選考方法等の詳細については15ページをご覧ください。

年４回（５月・９月・12月・２月）、市内の全世帯に
届けられる「いせ市議会だより」の表紙をあなたの
写真で飾ってみませんか。

　

全
国
市
議
会
議
長
会
第
94
回

定
期
総
会
お
よ
び
第
101
回
東
海

市
議
会
議
長
会
に
お
い
て
、
永

年
地
方
自
治
の
発
展
に
尽
く
さ

れ
た
と
し
て
、
次
の
方
が
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

　

全
国
・
東
海　

特
別
表
彰

　

・
議
員
在
職
25
年
以
上

　
　
　

中
山　

裕
司　

議
員

　

・
議
員
在
職
20
年
以
上

　
　
　

世
古
口　

新
吾　

議
員

　

全
国
・
東
海　

一
般
表
彰

　

・
議
員
在
職
15
年
以
上

　
　
　

品
川　

幸
久　

議
員

　
　
　

藤
原　

清
史　

議
員

　
　
　

黒
木　

騎
代
春　

議
員

　
　
　

西
山　

則
夫　

議
員

　
　
　

小
山　

敏　

議
員


